平成１５年度第１回　アナログ1種　基礎解説


第1問

(1)

抵抗Rと抵抗R2は直列回路であり、題意より抵抗Rに係る電圧が
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とすると、抵抗R2に係る電圧は
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になります。

直列回路の場合、抵抗は電圧に比例するので、抵抗R2は、Ｒ2＝60×2＝120[Ω]になります。

また、端子a－b間の合成抵抗には次の式が成り立ちます。
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上式にR=60[Ω]、R2=120[Ω]を代入して、R1を求めると次のようになります。
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R1=90[Ω]

(2)

端子a－b間の合成インピーダンスZは次のようになります。
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電流Iは、
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有効電力Pは、
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第2問

(2)

電力増幅度＝電圧増幅度×電流増幅度＝60×50＝3,000

(3)

電圧増幅度は、入力信号電圧をVI、出力信号電圧をVO、電圧増幅度をAVとするとつぎのようになります。
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この式に、電圧増幅度40、図より出力信号電圧2[V]（振幅）を代入してVI求めると

40＝
[image: image17.wmf]I

V

2


VI=0.05[V]=50[mV]
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第3問

(1)

論理関数Xをブール代数の公式等を利用して変形すると次のようになります。
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　　　　　　　　　　（同一の法則、補元の法則）
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　=A+B　　　　　　　　　　　　　　　　     　（恒等の法則）

(2)
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を真理値に直して簡単にすると次のようになります。

C=(0,0,1,1+1,0,1,0)・(1,1,0,0+0,1,0,1)

=(1,0,1,1)・(1,1,0,1)

 =1,0,0,1

(3)

入力aにA入力bにBを入力すると出力ｃ次のようになります。
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(4)

論理回路の入力ａに0,0,1,1、入力ｂに0,1,0,1を入力すると出力ｃは次のようになります。
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問題の図－3を置き換えると表－１のようになります。また、入力ａが0,0,1,1、入力ｂが0,1,0,1を取り出すと表－2のようになり、出力が0,0,1,0に該当するのは、④c4になります。
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第4問

(1)

電気通信回線への入力電力をP1､増幅器の出力電力をP2､線路の伝送損失をL､増幅器の利得をGとしP2を求めると､
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また､R1=R2ですから､R1で消費される電力はP2の1/2の240[mW]になります｡
(3)

送信側の線路のインピーダンスをZ1、受信側のインピーダンスをZ2とすると、電圧反射係数mは次のようになります。
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